
トライアルについて
ABOUT TRIAL

ਓؒの૝૾を͸Δ͔ʹ௒͑たେࣗવの࢟ɻ
ͱͯ͠フΝΠϯμʔʹऩまり͖Βͳ͍΄Ͳʹ૖େでɺ໨をٙ͏΄Ͳʹ઱΍͔ͩɻ࣌
そΕ͸ʮ஍ٿのଉਧ ʢ͖#SFBUI�PG�&BSUIʣʯɺޒ感ʹ͍ڹた஍ٿのଚͩͬ͞たɻ
γϟッλʔをԡ͠たॠؒʹ感じたままɺࢴʹࣸ͠औͬͯΈた͍ͱ͏ࢥɻ

˔੍作എ景

ɹࠓճ、ࢀ加するにあたり、フΥトグラフΝーとしてࢀ

加することの意ຯからߟえてみることにしました。ತ版

印刷にॴଐして写真を撮りଓ͚、໿��೥になります。

そのؒにカメラはどんどんਐԽして、僕ࣗ਎もいΖいΖ

なものを見ながらਐԽしてきたように思います。

ɹここ1�೥はւ֎に出か͚て風景を撮るػձが૿えて

きました。大ࣗવの撮影は、௼りをするのとࣅていま

す。ૂったポイントで௼؄をߏえるようにカメラをߏ

え、魚がかかるのを଴つようにఱ気やؒ࣌を଴つ。そし

てそのॠؒが๚れた一ॠをಀさずにシャッターを੾る。

৯いついた魚を௼りあげるように、虹やオーロラをଊえ

る。そんな心情でいつも撮影に௅んできました。

ɹ撮影地でৗに感じるのが、ࣗ෼が「地球ਓ」だという

感֮です。ੈքのどこ΁ߦこうが地球の上であることに

มわりはなく、ࣗ෼の੕の上を動いているだ͚だと思え

ば思うほど、もっといΖいΖなॴ΁出か͚て地球という

੕の࢟を見たくなります。一ํで、ѹ౗的な大ࣗવに޲

き合うたびに、このখさなࣗ෼のଘ在意ٛをߟえ、

シャッターを੾りଓ͚てきました。

˔੍作コンセプト

ɹこうしてੈք֤地の大ࣗવと޲き合う中で、ંに৮れ

て感じてきたものが「地球の໐動」でした。それはޒ感

す΂てにڹきわたる音のない音であり、僕には੕の息吹

きのように思えました。この「ڹき」を感じながらॠؒ

を੾り取ってきた作品で地球のଚさを伝えられたらと思

い、大ࣗવの色の再現を目指すことにしました。ݴい׵

えれば、写真と印刷によるリアリςΟの追求です。

ɹとはいえ、どこにຊ物のリアリςΟがあるかとݴえ

ば、撮影された写真がຊ౰のリアルだとは限りません。

写真はؒ࣌୯Ґで光を੾り取ったものであり、ؒ࣌はৗ

に流れています。࣮ࡍにカメラにऩまったॖڽされた࣌

ؒとࣗ෼が؍たॠؒは、そこにؒ࣌があるҎ上、ܾして

ಉじものにはなりಘない。つまり、ຊ౰のリアルなもの

をカメラに取り込Ήことはできないのです。

ɹですからࠓճ追求するのは、ਖ਼֬には僕の「هԱ色」

ということになります。ࣗ෼がこうだと思って撮った、

その色の再現を目指すということです。それはࣗ෼の಄

の中にমきついたهԱであり、「この色はこうであるは

ずだ」というظ଴色のことでもあります。هԱした色

は、ؒ࣌をܦてมわってしまうこともあります。それほ

どهԱ色というものはᐆດなものですが、「ࠓこのॠؒ」

は僕の中で鮮明なものとしてଘ在しているのです。

ɹそれを、このグラフΟックトライアルでどこまで再現

できるか௅ઓしてみることにしました。印刷ձࣾにॴଐ

するフΥトグラフΝーとして撮った、美しいとૉ௚に思

える写真を、印刷技術で最高のアウトプットとしてൃ表

してみたいと思います。

#SFBUI�PG�&BSUI
ɹʕ�େࣗવの色を࠶現͢Δ

ೆӢڿ�඙ɹAKIHIKO NAGUMO

40 41

G
R

A
P

H
IC

 T
R

IA
L 

20
14

   
 A

K
IH

IK
O

 N
AG

U
M

O



トライアルプロセス
TRIAL PROCESS

ダイナミックレンジ
撮影で表現できる露光範囲の最大値
と最小値の幅。写真用語でラティ
チュード。

パールメジウム
パールのような柔らかい光沢感を表
現できるメジウム。

補色版
4色では再現できない絵柄に対し
て、特定の色調を強めたり、鮮やか
に表現するために用いる、薄い色の
特色版のこと。

Photographer 南雲 暁彦  ×  Printing Director 野口 啓一

宵闇に浮かぶ虹の幻想的な色彩と、
近景を流れる豊かな水、中・遠景に
点在する滝。夜の情景と、鮮やかな
色彩に透明な水という、相反する表
現の融合が求められた。虹と右手前
の水面を立体的に表現しつつ、夜の
イメージを壊さないようにトーンを
整えた。

彩度の高い緑のオーロラと、限りな
く黒に近い濃紺の空を中心に、近景
にある氷河の反射光などの色彩表現
が最大のポイント。コントラストを
上げたY版で特色緑を印刷し、オー
ロラの鮮やかな色彩を生み出すとと
もに、夜空の深い色調にも微妙な調
子をもたせている。

アプリコット色と呼ばれる赤みを帯
びたパウダー状の砂が、朝の低い太
陽によって強烈な光と影のコントラ
ストを描きだしている。砂の赤と影
の黒を極限まで濃度を高めて表現し
ながら、斜面に点在する動物の足跡
や草などの繊細な表現が感じられる
ように最シャドウ部までつくり込ん
だ。

②特色4色を追加

薄藍、薄赤に加え、特色青で闇の中にも繊細な調子
を再現。シメ版でシャドウ部の濃度を引き締めている。

特色青の分色 特色スミ（シメ版）の分色

月夜の虹と水の表現

氷河を照らす
緑のオーロラ

純白の砂漠、近景の流木、遠景に広
がるエメラルドグリーンの湖。流木
は硬めに、砂は柔らかく製版するこ
とで、それぞれの質感を担保しなが
ら、温かく柔らかな空気感をもった
遠大な距離感をイメージした。近景
のシャドウ部などの微妙な調子にも
留意している。

白くきらめく
水晶の砂漠

白と緑の強いコントラストが印象的
なフラワーアレンジメントを、魚眼
レンズによる撮影で地球に見立て、
それを取り巻く大気と宇宙をオーロ
ラで表した。地球の息吹きを象徴す
る1枚として仕上げた作品。

花の地球と
オーロラの宇宙

赤い砂と稜線の
コントラスト

特色8色 カレイドインキ4色

高濃度の特色で強烈なコントラストをつくりだすと
ともに、ベースのプロセス4色の濃度も高めること
で全体の調子を潰さないようにバランスをとってい
る。

現場で感じたそのままの色をオフセットでつくりこむ
「その風景の音が聞こえてくるほど、印刷技術で写真を昇華させることを目指します。たとえば印刷では難しいと
されるブルーやグリーンの美しさの再現、ダイナミックレンジの最大限の表現など。写真の良さを損なわずに、現
場でシャッターを押した僕の気持ちまで伝わるような質感や色彩の表現にトライしたいと思います」

①広演色のカレイドインキ（4色）で印刷

色域の広い広演色インキは、プロセスインキに比べ
て濁りのない鮮やかな色が特徴だ。中でもカレイド
は彩度の高さに優れていることで知られている。

カレイドインキ4色 プロセスインキ4色

特色8色 カレイドインキ4色

彩度の高いオーロラの緑を特色緑で再現し、空や地
表など暗部の深みは薄藍と薄赤で補い、黒のシメ版
で引き締めた。空の星が潰れないように製版上で強
調している。

特色8色 カレイドインキ4色

砂漠のハイライトにパール含有率をギリギリまで高
めたパールメジウムを施してキラキラ光る砂を表
現。グレーのシメ版で豊かな調子を柔らかに仕上げ
た。

特色8色 カレイドインキ4色

花を取り巻く空気の流れと、それを包みこむふわり
とした空気の層を、微妙な調子を抽出した青と緑の
特色版で表現し、最後にシメ版でぐっと引き締めて
いる。
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FINISH
શ作品とσΟςール

Design and Photoɿ南雲 暁彦
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「RED HORIZON」

用ɹɹࢴɿαテンۚ౻/
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���LH
版のߏ੒ɿ�スミˠシΞンˠϚθンλˠイΤローˠ

特色薄赤ˠ特色薄藍ˠ特色赤ˠスミ

൛ߏ੒

ポイントとղઆ
POINT & COMMENTARY

ોͬたهԱ色
Ա色をોらせることのできた作هճのトライアルでもっともࠓ」
品です。アフリカ・ナミϏアのιαスフレイで�೥前に撮影しま
した。ナミブ砂漠の୺にҐஔするඪ高���̼のੈք最大にして最
、の砂ٰです。手ですくうとαーと流れམちるほど細かな砂はݹ
మ෼のࡺでアプリコット色にછまっています。ここは僕にとって
は最高の撮影地の一つでしたが、その印象があまりに強烈だった
せいか、カメラにऩまったը面では౸ఈ表現しきれていないとい
う思いが強くて௕いこと͓ଂೖりしていましたが、ようやく੒ब
させることができました」（南雲）

「CRYSTAL WIND」

用ɹɹࢴɿαテンۚ౻/
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���LH
版のߏ੒ɿ�スミˠシΞンˠϚθンλˠイΤローˠ

特色薄藍ˠ特色薄赤ˠスミˠパールメ
ジウムˠۜ

൛ߏ੒

フΝΠϯμʔʹऩΊたح੻の場ॴ
「ブラジル๺部のアϚκン઒のԼ流ҬのւԊいに広がるϚラχャ
ンセスࠃ立ެԂのレンιイス大砂ٰです。ほ΅1���ੴӳという
純白の砂漠には、Ӎظの࣌だ͚エメラルドグリーンの湖がແ਺に
出現し、そのઈ景からʠح跡の場ॴʡと呼ばれています。砂漠に
ରする֓೦が壊されるほど美しい場ॴです」（南雲）

「パールを༻いたのは、光୔感のある特घࢴで࣮ݧしたことが
きっか͚でした。特घࢴを࢖うよりも、印刷దੑの良いృࢴ޻に
ಉじޮՌを印刷でつくΖうと思い、ライト部にパールメジウムを
഑したのですが、༧想Ҏ上に面白いޮՌがಘられました」（野口）

▶ۜ

▶パールメジウム

▶スミ

▶特色薄赤

▶特色薄藍

▶イΤロー

▶Ϛθンλ

▶シΞン

▶スミ

▶スミ

▶特色赤

▶特色薄藍

▶特色薄赤

▶イΤロー

▶Ϛθンλ

▶シΞン

▶スミ

E P I S O D E  &  P O I N T E P I S O D E
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「#REATH O' EARTH」

用ɹɹࢴɿཕௗスーパーΞート/
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���LH
版のߏ੒ɿ�スミˠシΞンˠϚθンλˠイΤローˠ

特色薄藍ˠ特色青ˠ特色緑ˠスミ

൛ߏ੒

ϝッセʔδをࠐΊた�ຕ
ճの象徴になるものとして作੒しました。২物だ͚で地球をࠓ」
表現するアイコンをつくり、そのपりにਓ޻物のないࣗવの風景
を഑して、地球がはらΉ色ʑなڹきを伝えたいと思ったのです。
この作品は花というࣗવのૉࡐでੈք؍を表現しているχコライ・
όーグϚンࢯとのコラϘレーシϣンでつくりあげています」（南雲）

「特色の補色版を࢖うと、濃度や深みが૿しますが、気を෇͚な
いとその濃度で、ϕースの4色でつくった調子まで௵してしまう
があります。この作品ではϕースの$版を押さえることで微ݥة
妙な調子を生かしました」（野口）

「NORTHERN LI(HT」

用ɹɹࢴɿαテンۚ౻/
ɹɹɹɹɹ࢛࿡൑ɹ���LH
版のߏ੒ɿ�スミˠシΞンˠϚθンλˠイΤローˠ

特色薄赤ˠ特色薄藍ˠ特色緑ˠスミ

൛ߏ੒

をੵ૚͠たࣸਅؒ࣌
「アイスランド・όトナ氷河の氷河湖Ϥークルαロンのオーロラ
です。オーロラのみをૂうのではなく、景色の中のオーロラを撮
りたくてԿ度か๚れている場ॴなのですが、なかなかオーロラが
出てくれずにຖճۤ࿑しています。砂漠がؒ࣌をࢭめた写真だと
すると、これはؒ࣌をੵみॏͶて撮影した写真ですͶ」（南雲）

「風景は、ਓ物や物のような近距離のものとはҟなり、ը面に広
がる空気の૚をどう出すかが一つのউෛになります。インキのີ
度や濃度も距離感の表現では大きなポイントとなるため、仕上が
りのαイズに഑ྀしながら製版しました」（野口）

▶スミ ▶スミ

▶�特色緑 ▶特色緑

▶特色青 ▶特色薄藍

▶特色薄藍 ▶特色薄赤

▶イΤロー ▶イΤロー

▶�Ϛθンλ

▶�シΞン

▶�スミ

▶Ϛθンλ

▶シΞン

▶スミ

E P I S O D E  &  P O I N T E P I S O D E  &  P O I N T
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トライアルをऴえて
AFTER TRIAL

˔プリンςΟングσΟレクターより

ɹ写真を印刷で再現するとき、ੲはフΟルムや印ըࢴが

相手でしたが、ࠓではϞχターにөし出されたը૾が相

手です。ということはあの鮮やかでకまりもある色とউ

ෛしな͚ればならないということになります。

ɹࠓճもߘݪをఏࣔされたॠؒに、この濃度と色を再現

するにはଟ色刷りでߦくしかないと൑அしました。ඪ४

より彩度の高い広演色のカレイドインキでつくった4色

刷りをϕースに、特色のബཟとബ赤の版で濃度を補い、

さらに֤ߘݪのݻ༗の色を特色で加え、最ޙにシメ版で

҉部の濃度とશ体のకまりをつくるという�版のઃܭで

す。この版ઃܭをجຊに手を加えてつくり込みました。

ɹクリエーターのૂいを印刷の表現によって࣮現するの

がզʑ1%の໋࢖です。相手のݴうことから意ਤをټみ

とるわ͚です。もちΖんզʑは撮影された現場にډ合わ

せていないので、࣮ࡍのとこΖはわからない。൴らのݴ

༿から「こんな感じだΖう」とਪଌしていくしかない。

は技術的にそれを表現できるかどうかです。撮影したޙ

写真Ոや、描いたըՈなど、൴らࣗ਎になったつもりで

製版や印刷の現場に意ਤを伝えながらつくり込んでいき

ます。

ɹਖ਼௚なとこΖ、このੈքはݧܦとצがཔりです。明շ

なセオリーがあるわ͚ではないし、ཧ۶ではઆ明できな

い部෼もଟい。まあ、そこがԿより面白い部෼だなと思

いつつ、ࠓ೔も現場で֨ಆしているのですがʜ。

 ʕ 野口 啓一

˔トライアルをऴえて

ɹݩདྷ、写真ߘݪというものはෳ製のݩになるもので、

さらにそれを大ྔにෳ製するための技術が印刷です。印

刷することでよりଟくのਓに見てもらえるので、写真を

印刷するということは写真Ոにとってخしいことです

し、写真と印刷には੾っても੾れないԑがあるとݴえる

でしΐう。もちΖん、インターωットができてからは印

刷しなくてもଟくのਓに見てもらうことができるように

なりましたが、࢒೦ながらը面で見る色調もトーンも୺

຤によってมわってしまうので、見せたい状ଶで見せる

ことはෆՄೳです。ですからやはり作品として੒बさせ

るには、最高品質のアウトプットはඇৗにॏཁであり、

写真にܞわるऀとしては目指したい地点でもあります。

ɹࠓճ、僕のهԱの中にຒもれていた色彩が印刷によっ

てોるというݧܦをすることができました。カメラがと

らえきれずに心にຒまっていた色が1%の৬ਓ技によっ

て再現され、「֬かにࣗ෼はここにいた」というイメー

ジが鮮烈なまでに浮かび上がってきたのです。これはຊ

౰に感֒深い体ݧでした。これまでは「ॴ઩は大ྔෳ製

のための手ஈだ」とׂり੾っていた印刷技術を見௚すこ

とができました。ࣗવの色をカメラに撮り込み4色にม

に刷るというԿஈ֊ものプࢴし、インキの色にかえて׵

ロセスをܦれば、౰વのことながらどんどん֊調や色の

再現ྖҬはڱまっていきます。しかし、それを技術やܦ

によってイメージ௨りの作品΁と近෇͚ることができݧ

る。そのためには印刷現場とのコミϡχέーシϣンがど

んなに大ࣄになってくるかも࣮感しました。僕の中で、

現在の印刷とカメラのスϖックが྆ํとも浮きூりにࠓ

なったように感じています。

ɹ写真のリアリςΟを追求するというコンセプトは、「こ

うしたい」にಥきਐΉ۪௚なまでに࣮質的なものでし

た。技術一ล౗の࣮ݧ的なトライアルではなく、このա

ఔには写真と真ਖ਼面から޲き合ったهԱがࠁまれていま

す。カメラϚンがԿをߟえ、印刷をどうଊえているか、

その一୺を஌っていただ͚たら޾いです。

 ʕ 南雲 暁彦

「L6NA RAIN#OW」

用ɹɹࢴɿཕௗスーパーΞート/ɹ࢛࿡൑ɹ���LH
版のߏ੒ɿ�スミˠシΞンˠϚθンλˠイΤローˠ特色薄赤ˠ特色薄

藍ˠ特色青ˠスミ

൛ߏ੒

ॠؒを੾りऔͬたوॏͳ�ຕ
「ブラジルにあるੈքࡾ大ᖡ෍の1つに਺えられているイグア
スの滝です。ੈքに�かॴしかないとされる月光の虹（ルナレ
インϘー）が出現する場ॴです。ただし、水ྔや風޲き、ఱީ
など、この虹が出現する৚݅がଗうのはまれなことで撮影する
のはࢸ難のۀでしたが、ࡢ೥ようやく੒ޭした、僕の୅表作の
1枚です」（南雲）

「།一、インクジΣットの出ྗαンプルがあった作品ですが、
あえてそれを手がかりにせずにσータをૉ௚に再現することか
ら࢝め、南雲ࢯのهԱ色の再現を追い求めました」（野口）

▶スミ

▶�特色青

▶�特色薄藍

▶�特色薄赤

▶�イΤロー

▶�Ϛθンλ

▶�シΞン

▶�スミ
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